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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 1,003 △12.2 △53 ― △44 ― △48 ―

20年3月期第1四半期 1,143 11.4 △123 ― △118 ― △147 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 △2.56 ―

20年3月期第1四半期 △7.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 5,295 2,917 55.1 153.54
20年3月期 5,239 2,856 54.5 150.32

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  2,917百万円 20年3月期  2,856百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― ― ―

21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 2,120 △8.8 △100 ― △100 ― △110 ― △5.79

通期 4,380 △9.4 40 ― 20 ― 20 ― 1.52

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因により、予想数値と異なる結果
となる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  19,110,000株 20年3月期  19,110,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  108,665株 20年3月期  107,867株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  19,001,695株 20年3月期第1四半期  19,019,704株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 

１. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油、鋼材等の資源価格の高騰に加え、円高

ドル安の為替相場の影響などもあり、減速傾向で推移しました。 

また、海外におきましても、サブプライムローン問題を背景とした金融市場の混乱が続くなど、

一層景気後退の様相を強めてまいりました。 

このような経営環境の中で、当社グループの平成21年３月期 第１四半期の連結業績は、売上高

は、鋳物事業におきましては主力の自動車部品及び油圧部品が横ばい、ポンプ部品が減少、またメ

ンテナンス事業におきましてはレンタル事業の減少により、1,003百万円（前年同期比12.2％減）と

なりました。利益面につきましては、材料費及び副資材費のさらなる高騰による原価に与える影響

は依然と大きく、厳しい状況が続いており、営業損失53百万円（前年同期123百万円の営業損失）、

経常損失44百万円（前年同期118百万円の経常損失）、四半期純損失48百万円（前年同期147百万円

の四半期純損失）となりました。 

 

 

２. 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末における総資産は、5,295百万円（前期末比56百万円の増加）となりました。 

流動資産は、現金預金の増加28百万円、受取手形及び売掛金の減少88百万円等により、1,550百万

円となりました。 

固定資産は、有形固定資産の減少81百万円、投資有価証券の増加147百万円等により、3,744百万

円となりました。 

流動負債は、支払手形及び買掛金の減少49百万円等により、1,038百万円となりました。 

固定負債は、繰延税金負債の増加66百万円等により1,338百万円となりました。 

純資産の残高は、2,917百万円（前期末比61百万円の増加）となりました。その主なものは、その

他有価証券評価差額金の増加によるものであります。 

 

 

３. 連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、平成20年５月20日に発表しました数値に変更はありません。 
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４. その他 

 (1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

 

 (2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

②たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しましては、実地たな卸を省略し、前連

結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

   

 

 (3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

②たな卸資産の評価に関する会計基準の適用 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、製品・半製品につきましては総平

均法に基づく、商品・原材料・貯蔵品につきましては月次移動平均法に基づくそれぞれ原価法

によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、製品・半製品につきま

しては総平均法に基づく、商品・原材料・貯蔵品につきましては月次移動平均法に基づくそれ

ぞれ原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法）により算

定しております。 

この変更による損益に与える影響は、軽微であります。 
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５．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円） 
 

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成２０年６月３０日）
  

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

（平成２０年３月３１日）

 

資産の部       

 流動資産       

現金及び預金  444,200   415,328  

受取手形及び売掛金  797,072   885,873  

たな卸資産  298,881   245,111  

その他  10,687   15,242  

貸倒引当金  △200   △200  

流動資産合計  1,550,642   1,561,355  

 固定資産       

 有形固定資産       

建物及び構築物  965,854   976,688  

機械装置及び運搬具  1,094,973   1,161,364  

工具、器具及び備品  76,599   78,394  

土地  507,104   507,104  

建設仮勘定  18,002   20,198  

有形固定資産合計  2,662,534   2,743,749  

 投資その他の資産       

投資有価証券  1,045,885   898,067  

その他  36,031   47,853  

貸倒引当金  ―   △12,000  

投資その他の資産合計  1,081,916   933,920  

固定資産合計  3,744,450   3,677,670  

資産合計  5,295,092   5,239,026  
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（単位：千円） 
 

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成２０年６月３０日）
  

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

（平成２０年３月３１日）

 

負債の部       

 流動負債       

支払手形及び買掛金  703,152   752,380  

１年内返済予定の長期借入金  110,420   111,554  

未払金  92,224   88,873  

未払費用  68,172   64,091  

未払法人税等  2,487   2,930  

賞与引当金  33,405   22,785  

その他  29,028   55,520  

流動負債合計  1,038,892   1,098,137  

 固定負債       

長期借入金  811,107   824,967  

長期未払金  280,200   280,200  

繰延税金負債  87,051   20,517  

退職給付引当金  101,880   102,079  

役員退職慰労引当金  48,807   47,085  

その他  9,654   9,654  

固定負債合計  1,338,700   1,284,504  

負債合計  2,377,593   2,382,642  

純資産の部       

 株主資本       

  資本金  1,437,050   1,437,050  

  資本剰余金  965,788   965,788  

  利益剰余金  362,429   411,057  

  自己株式  △9,491   △9,442  

株主資本合計  2,755,776   2,804,452  

 評価・換算差額等       

  その他有価証券評価差額金  161,723   51,931  

評価・換算差額等合計  161,723   51,931  

純資産合計  2,917,499   2,856,383  

負債純資産合計  5,295,092   5,239,026  
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（２）四半期連結損益計算書 

 

                             （単位：千円） 

  

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

至 平成20年６月30日） 

 

 売上高  1,003,929  

 売上原価  944,136  

売上総利益  59,792  

 販売費及び一般管理費  113,674  

営業損失  53,881  

 営業外収益    

受取利息  47  

受取配当金  11,677  

受取賃貸料  8,028  

その他  97  

営業外収益合計  19,851  

 営業外費用    

支払利息  3,766  

支払手数料  6,629  

その他  37  

営業外費用合計  10,432  

経常損失  44,463  

 特別利益    

投資有価証券売却益  7,810  

特別利益合計  7,810  

 特別損失    

固定資産処分損  2,772  

投資有価証券売却損  149  

投資有価証券評価損  7,550  

特別損失合計  10,472  

税金等調整前四半期純損失  47,125  

法人税、住民税及び事業税  1,502  

法人税等合計  1,502  

四半期純損失  48,628  
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 

 

（３）継続企業の前提に関する注記 

 

当社グループは、前連結会計年度において再策定した中期経営計画について方策の実施活動の遅れ

と未達成が生じることにより生産効率の悪化を招き、当初計画した効果があがらず、くわえて主原

料である鉄スクラップ等の原材料の高騰及び原油高値による副資材をはじめとした工場消耗品の値

上がりを製品販売価格へ円滑に転嫁できず多額の営業損失を計上するにいたりました。また、当第

１四半期においても53百万円の営業損失を計上したため、継続企業の前提に関する重要な疑義が存

在しております。 

当連結会計年度におきましても鉄スクラップ等の原材料及び原油価格のさらなる高騰、自動車及び

小型建設機械等の市場の減少等、厳しい状況が予測されます。このような経営環境の中で営業活動

におきましては、新規品の開拓を積極的に推進するとともに低採算品の抑制及び既存品の販売価格

の見直しを行います。製造活動におきましては、製造工程に対応した組織編成による人員の削減を

行います。また、歩留まり向上と不良率低減による生産量の拡大を図るとともに諸経費毎の徹底し

た原価見直しと削減を実施いたします。以上について前連結会計年度に再策定した計画を達成期限

と責任を明確にして活動してまいります。 

連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を連結財務

諸表には反映しておりません。 

 

 

 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

   該当事項はありません。 
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「参考資料」 

 前四半期に係る財務諸表等 

 （要約）四半期連結損益計算書 

（単位：千円） 

前年同四半期 

（平成 20 年３月期 第１四半期）科  目 

金  額 

Ⅰ 売上高 1,143,581

Ⅱ 売上原価 1,152,254

売上総損失 8,673

Ⅲ 販売費及び一般管理費 114,892

営業損失 123,565

Ⅳ 営業外収益 11,190

Ⅴ 営業外費用 6,500

経常損失 118,875

Ⅵ  特別利益 

投資有価証券売却益 7,970

特別利益合計 7,970

Ⅶ 特別損失 

固定資産処分損 184

役員退職慰労引当金繰入額 36,180

特別損失合計 36,365

税金等調整前四半期純損失 147,271

税金費用 675

四半期純損失 147,946

 

－8－


	サマリー
	財務諸表
	01_1111111111111
	060_0541800501912
	５．四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表


	070_0541800501912
	（２）四半期連結損益計算書

	継続企業
	当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。
	（３）継続企業の前提に関する注記
	（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

	参考資料




